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関連情報 

キーワード：キチン，酸性哺乳類キチナーゼ，タンパク質の機能 

大腸菌で発現した組み換え AMCase は，CHO 細胞で発現した酵素に匹敵する機能を有していた．. 

この組み換えタンパク質は，マウス AMCase の詳細な生物医学的機能を解明するために使用する
ことができる． 

概要 

図１. CHO 細胞あるいは大腸菌で発現した
マウス AMCase 

酸性哺乳類キチナーゼ （AMCase） は，炎症を伴う疾患でレベルが増加することから注目されてい
る．その生物化学的解析のためには精製酵素を大量に得る必要がある．現在その目的のために
は，動物培養細胞，昆虫培養細胞発現系が主に用いられている．AMCase の病態生理学的役割
を理解するため，我々はマウス AMCase を融合タンパク質として大腸菌内で発現した（図１）．この
大腸菌組換え酵素は，4-nitrophenyl N,N’-diacetyl-β-D-chitobioside を基質とした場合，CHO 
細胞で発現した AMCase に匹敵する酵素活性を示した（図２）．さらに，大腸菌組み換え AMCase 
はキチンビースに結合した（図３）．さらに，この組換え体酵素はコロイダルキチンを基質とした場合，
CHO細胞で発現した AMCase と同様に，主に，N,N’-diacetylchitobiose を生成した（図４）． 

大腸菌で発現したマウス AMCase は CHO 細胞で

発現した酵素と同等の機能を持つ 
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図２. 大腸菌で発現したマウス AMCase は CHO 
細胞で発現した酵素と同等の酵素活性を持つ 

図３. CHO 細胞あるいは大腸菌で発現した 
マウス AMCase のキチンビーズ結合活性 

図４. CHO 細胞あるいは大腸菌で発現した 
マウス AMCase のコロイダルキチンの分解 
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